
 

クロモジエキス配合 のど飴： インフルエンザ予防効果 
 
試験研究計画名： 運動・身体機能維持を促す次世代機能性食品の創製 
研究代表機関名： 国立大学法人 東京大学 

 

背景とねらい： 
クロモジ抽出物については急性毒性試験、変異原性試験、残留農薬試験及び実験動物

における安全性試験を施行し、安全性を確認しました。並行してクロモジ抽出物の新規

機能を探索した結果、インフルエンザウイルスに対する増殖抑制作用を確認しました。

クロモジ抽出物のインフルエンザ予防効果を検証する目的で無作為化二重盲検プラセボ

対照並行群間比較試験を実施し、その有効性が確認されました。「国産クロモジエキス

配合 養命酒製造のど飴」を SIP成果物として製品化しました（写真 1）。 

 
特長と効果： 

クスノキ科クロモジ（Lindera umbellata Thunb.）の枝はリナロールやゲラニオール

等の揮発性芳香性成分を豊富に含むほか、不揮発性成分のプロシアニジン B1、プロシア

ニジン B2、 シンナムタンニン D1などのフラバン-3-オールの多量体を含むプロアント

シアニジン類、ヒペリン、 クエルシトリンなどのフラボノール類などのポリフェノール

も多く含みます。抗酸化性や抗糖化性、抗潰瘍作用の他、近年インフルエンザウイルス

の増殖抑制活性が報告されたことから、臨床試験にてインフルエンザ予防効果を確認し

ました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 1 製品化された成果物       表 1 試験飴・プラセボ飴の組成 
 
 
臨床試験の形態は無作為化二重盲検プラセボ対照並行群間比較試験とし、表 1 の食品

を使用しました。試験飴は砂糖、水飴、香料に一粒あたりクロモジエキス 67 mgを配合

しました。プラセボ飴はクロモジエキスの代替にカラメルを配合し試験飴と同色に着色

したものとしました。  

 

項目  単位 試験飴 プラセボ飴 

エネルギー kcal 14.9 15.0 

蛋白質 g 0 0 

脂質 g 0 0 

炭水化物 g 3.7 3.7 

水分 g 0 0 

Na mg 0.1 0 

クロモジ抽出物  

 mg 72.0 0 

 

 

 

表 2 インフルエンザ罹患者数 

 

対象は愛媛大学附属病院に勤務する看護

スタッフのうちインフルエンザの予防接種

を受けた男女 134名としました（表 2）。 

インフルエンザ罹患者数は試験飴群で 2 名

（3.0%）、プラセボ飴群で 9名(13.4%)であ

り、群間有意差がみられました（p＝0.028）。

試験飴群では罹患した 2 名はいずれもインフルエンザ B 型であり、プラセボ飴群では罹

患した 9 名中 A 型が 6 名、B 型は 3 名でありました。罹患患者のうち複数回インフルエ

ンザに罹患した者はおらず、欠勤期間も試験飴摂取群で 4～5日、プラセボ飴摂取群で 2

～6日と違いはみられませんでした。なお、試験中に有害事象は認められませんでした。 

 

社会実装の対象と可能性： 
厚生労働省資料によれば、インフルエンザワクチンの有効性は、ワクチン非接種時の

発病率 30%、ワクチン接種時の発病率 12%、ワクチン有効率 60%と報告されています。本

研究ではプラセボ飴群（ワクチン接種あり）のインフルエンザ発症率は 13%であり、厚生

労働省資料と同程度でありました。一方、クロモジ飴群での罹患率は 3%であったことか

ら、クロモジエキス配合試験飴の抗インフルエンザ作用が示唆されました。インフルエ

ンザの型で見た結果では、プラセボ飴群では罹患者 9 名中 A 型が 6 名で B 型は 3 名であ

ったのに対し、試験飴群の罹患者 2 名は B 型であり、クロモジ抽出物配合飴の効果とし

て A 型に対する抗インフルエンザ作用が顕著でありました。A 型の方が感染性・流行性

が強く、流行の規模や感染時の被害が大きい。本製品の社会実装により、現状では有効

率 60%であるワクチン接種後の「上乗せ予防効果」が期待できます。 
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項目     試験飴群  プラセボ飴群 p 値 

n 67（男 3）  67（男 6）  

年齢（歳）37.9±11.9 37.4±10.0 0.999 

インフルエンザ罹患者数 

2  9  0.028 

A 型        0  6  0.028 

B 型        2  3  0.999 
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